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自由執筆

論介と六助

新井宏

いま日本で毛谷村六助を知る人は歌舞伎通ぐらいである。しかし韓国ではある意味で大変有名な人物である。それは論介が晋州城陥落後の酒宴で、加藤清正の武将である彼を抱きかかえ南江に身を投じ殉節したことになっているからである。
朱論介。韓国では愛国の烈女として歴史上最も良く知られている女性であるが、かっては妓生と見られていた。しかし、なにしろ超有名人である。大勢の学者たちも参加して調査が行われ両斑階級の出身で、第二次晋州城戦で副将格の崔慶会の妻ということになった。国民的な愛国の烈女が妓生では格好の付かない思いをしていた韓国人もほっとしたに違いない。
慶長の役二年目の一五九三年六月に始まった二次晋州城戦は立てこもった軍兵と民衆六万人が悉く殺されるという悲惨なものであった。

この頃になると、明の参戦と制海権を奪われたことで、碧蹄館などで戦闘的には勝利したものの動きがとれなくなっていた。
講和の機運が高まっていたがこのままの休戦ではゼロ回答が不可避であった。それは豊臣政権の崩壊を意味する。だから既成事実をつくることが何よりも重要であった。そこで出された方針は、慶尚道の各地に日本式の城を築き、支配の実態を整えることと、晋州城を抜いて全羅道を支配化に置くことであった。特に晋州城はその前年の第一次戦で日本側が敗退していて、秀吉が激怒、戦略的な次元を越えて復讐戦の様相を示し十二万の大軍を送り込む。

一方城を守る側は戦略的には城を捨てて戦うべきであったが、前年の勝利が災いした。晋州城を抜かれると直接の脅威にさらされる全羅道の兵士達を中心として第一次戦の約二倍の兵力七千を確保する。ここまでは上出来であった。しかし異様だったのは、非戦闘員が次から次へと五万人余も城に逃げ込んできたことである。そもそも朝鮮半島の城は逃げ込むためのものであるから当然とも言えるが、やはり第一次戦で日本側を撃退した経験が大きく影響した。これが悲劇を大きくしてしまった。
そして月があけ、晋州城の矗石楼で戦勝祝賀会が開かれた。この時二十歳の論介は、官妓のように装い、夫・崔慶会の果てた南江上の矗石楼に侍り、毛谷村六助を抱きかかえ南江に散った。
毛谷村六助は本名を木田孫兵衛という加藤清正の参謀長格の武将であるが、日本側の記録では晋州戦では死んでいない。

したがって論介が道連れにした相手は別人の可能性が高い。事実、論介が初めて記録に登場するのは乱後三十年近くたって柳夢寅が書いた『於于野談』であるが、そこにはただ倭将とだけある。民謡でも「倭将キヨマサの身を抱き」とあって異なっている。だから国立晋州博物館の編纂した『壬辰倭乱』の中には毛谷村六助の名はない。
日本で毛谷村六助が一般に知られるようになったのは、歌舞伎「彦山権現誓助太刀」が初演された一七六六年以降のことである。気は優しくて力持ち、立川文庫の豪傑のひとりとしても登場する。そんなことから、論介の相手として仮託されたのではなかろうか。そうであるなら、どんな形で歌舞伎の主人公の名前が韓国に伝わったのであろうか。調べてみたい誘惑にかられている。







